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申込 締切：2024年5月31日（金）23：59

※申込書をE-mailでお送り下さい。

受賞校決定
※バイテク情報普及会ウェブサイトで公表されます。
※支援金は7月中に支給されます。

活動開始
※7月中に支給される支援金を活用し、活動を進めます。

活動成果の発表
※活動の内容を、学校内外（文化祭・学会・HP等）で発表。

バイテク情報普及会へ活動報告書を提出
締切：2025年4月30日

※2024年5月以降も活動の継続を予定している場合は、活動終了1ヶ月以内に
ご提出ください。場合によっては当会より提出時期を指定することがあります。

第8回バイテク情報普及会 高校生科学教育大賞 
スケジュール
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バイテク情報普及会 高校生科学教育大賞に関して 

よくある質問 
2024 年 2 月 8 日改訂 

 
 募集対象 
Q. 中高一貫校において、中学生が高校生と一緒に活動を行っている場合にも応募は可能ですか？ 

A. 高校生が主体となっている活動に中学生が参加している場合には応募が可能です。 

 

Q. 複数の学校で共同で応募したいと考えていますが、可能ですか？ 

A. 申込責任者としていずれかの学校の教員を１名決めて頂ければ、応募可能です。 

 

Q. 学校に依存しない形で全国から集まった有志でチームをつくり活動を行っているのですが、応募可能

でしょうか？  

A. 次の双方の条件を満たす場合には、学校に依存しない形で活動するチームであっても審査対象といた

します。ぜひご応募ください。 

 

 応募要項の「主旨」にある通り、生徒自身または一般消費者の「持続可能な農業」や「植物バイ

オテクノロジー」への理解が促進されるような、実現可能で具体的な研究やサイエンスコミュニ

ケーション活動であること。 

 チーム参加者の中学校・高校の教員、あるいは活動を監修している成人した指導者が申込および

活動責任者となって応募すること。 

 

 主旨 
Q. 動物を対象とした活動でも応募可能ですか？ 

A. 募集案件は「植物バイオテクノロジー」「持続可能な農業」に関連した活動です。当会のねらいとしま

しては作物が主体となりますが、持続可能な農業に関連する活動であれば応募可能です。 

 

Q. 有機農業に関連した活動でも応募可能ですか？ 

A. 募集案件は「植物バイオテクノロジー」「持続可能な農業」に関連した活動です。持続可能な農業に関

連する活動であれば応募可能です。 

 

 活動期間 
Q. 応募する科学活動の期間はいつまでとなりますか。 

A. 2023 年度に実施する活動とさせていただきますが、2024 年度も引き続き活動を続けることは可能

です。その場合は申請書の「活動期間」にその旨をご記載ください。 
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Q．活動報告書はいつまでに提出する必要がありますか。 

A. 活動報告書（書式自由）の提出締め切りは 2025 年 4 月 30 日とさせていただきます。2025 年 4 月以

降も活動の継続を予定している場合は、活動終了後 1 ヶ月以内にご提出をお願いいたします。場合に

よっては、バイテク情報普及会より提出時期を指定させていただくことがございますので、ご了承く

ださい。 

 

 支援内容 
Q. ソフトウェア等の購入は可能ですか？ 

A. 「植物バイオテクノロジー」「持続可能な農業」に関連する活動に使用して頂くのであれば、ソフトウ

ェア等の購入も可能です。 

 

Q. インキュベーターやデジタルカメラ等の高額な機器の購入は可能ですか？ 

A. 可能です。応募された活動内容が審査会で高く評価され、その活動に必要であると判断されれば支援

対象となります。 

 
 支援金の使用計画 
Q. 支援金が申請した金額より減額となった場合、申請した活動を実施することができないのですが、ど

うすれば良いでしょうか？ 

A. 申請した活動のテーマに沿うかたちで、出来る範囲の活動を行っていただければと思います。しかし

ながら、活動の実施が困難な場合は辞退していただく場合がござます。 

 

Q. 支援金の使用計画に試薬等を書く際には、試薬それぞれを列挙した方がいいのか、それともまとめて

xx 培地等試薬○○円でいいですか？ 

A. 試薬単品ごとに記載いただく必要はありません。使用用途などで、大まかに分類していただき、A 等

試薬 ○○円 、B 等試薬○○円と記載をお願いします。 

 

Q. 支援金の使用計画には、見積もりをとり、正確な金額を書いた方がいいですか？ 

A. 実際の金額から大きく乖離しないよう、できれば見積もりを取っていただくと助かります。また、物

にもよると思いますが、カタログに示されている金額と大きく差がないようでしたら、最新のカタロ

グを使用して頂ければと思います。 

 

Q. 仮に支援を受けることになった場合に、申請額と使用した額に相違が出た場合には、何か手続きが必

要になりますか？ 

A. 常識の範囲内での相違でしたら問題ありません。 
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 その他 
Q. 支援金はいつごろ支給されますか。 

A. 7 月下旬を予定しております。支援金利用に関しての同意書など、必要書類をバイテク情報普及会に

ご提出いただいたのち、指定の口座へお振込み致します。 

 
 

Q. 申請書を高校生が書いても良いですか？ 

A. もちろん大歓迎です。2018 年においては、高校生自らが企画し書いた申請書が高く評価され、最優秀

賞に選ばれ 100 万円の支援金が支給されています。他にも高校生自らの応募が受賞した例がいくつも

あります。是非、挑戦して下さい！ 

 

Q. 昨年支援金を頂きましたが、今年も応募は可能ですか？ 

A. 応募可能です。2 年連続で支援金を受け取った学校もありますので、ぜひご応募ください。 

 

 

以上 


